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2020年 9月 7日 

日本調剤株式会社 

 

日本調剤、仙台市が推進する「ヘルステック推進事業」に参画 

産学官連携による健康管理プログラムの構築を目指す 
 

全国 47 都道府県で調剤薬局を展開する日本調剤株式会社（本社所在地：東京都千代田区丸の内、

代表取締役社長：三津原 庸介、以下「日本調剤」）は、仙台市が進めるヘルスケア領域の課題を IT で

解決することをテーマにした新しい取り組み「ヘルステック推進事業」に参画いたします。これは、産学官

の人材交流を通じて、IT人材の育成と新規事業創出の両輪で、継続的なイノベーションを創出する基盤

構築を目指した試みとなります。 

 

仙台市では、高齢化や医療環境の変化に直面する中、革新的なサービスの創出を通じて持続可能

な経済成長を実現するための取り組みの一つとして「ヘルステック推進事業」を昨年度から実施してい

ます。ヘルステック推進事業では、仙台市内を中心とする IT企業のヘルスケア領域への参入促進に向

け、2020年度は、「学童の塩分摂取」、「特定健康診査・指導」、「老々介護」、「生活の習慣」、「コロナ禍

での介護現場への人の往来」の 5つのテーマから協力企業を公募し、選定しています。また、株式会社

フィリップス・ジャパン、東北大学病院が事業パートナーとなり、産学官が一体となってヘルスケア領域

の課題解決及び事業の活性化をサポートしています。 

 

日本調剤では、「特定健康診査・指導」分野に参加し、仙台市における特定健康診査後の特定保健

指導に関する新たなイノベーション開発に取り組みます。これまで、当社では電子お薬手帳「お薬手帳

プラス」を活用した服薬及び健康状態の管理や、薬局内に設置した「健康チェックステーション」での健

康イベントなどを通じて、地域の皆さまの健康維持・増進をサポートしています。今回、当社のこれらのリ

ソースを活用しながら、産学官と連携しヘルスケア領域の課題に取り組んでまいります。 

 

日本調剤では、超高齢社会の進展に伴い、調剤薬局のあり方が変化する中において、既存の枠組み

に捉われない柔軟な発想で、患者さまへ良質な医療サービスを提供し、新しい薬局事業モデルを創出し

続けることで、地域医療に貢献してまいります。 

 

【日本調剤株式会社について】 https://www.nicho.co.jp/ 

1980(昭和 55)年の創業以来、一貫して国の健康保険制度を支える調剤薬局のあるべき機能・役割

を全うすべく「医薬分業」を追求し、調剤薬局展開を積極的に行っています。現在では、全都道府県

に調剤薬局を展開し約 3,000名の薬剤師を有する、日本を代表する調剤薬局企業との評価を得てい

ます。ジェネリック医薬品の普及や在宅医療への取り組みを積極的に進めており、さらに超高齢社会

に必要とされる良質な医療サービスの提供を進めてまいります。 

 

【本ニュースリリースに関するお問い合わせ先】 

日本調剤株式会社 広報部 広報担当 

TEL：03-6810-0826 FAX：03-3201-1510 

E-Mail：pr-info@nicho.co.jp 
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